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地域に息づく野菜の力─―その多様性
2004 年 10 月 23 日

日々の食材に欠かせない野菜を民族自然誌の視点でどうとらえるか。野菜の栽培起源地や伝播、品種

分化やさまざまな地方固有種とその食習慣など興味深い課題は多い。また、有機野菜への需要の高まり

や輸入生鮮野菜の増大などをめぐって野菜への関心も高まっている。

そんなさまざまな課題や関心をたった 1回の研究例会で網羅するのは難しい。そこで、今回は、野菜

について熱く語り続けている方々を招き、民族自然誌として野菜をとらえる糸口を探ろうとした。話題

提供者も、したがって、多彩になった。野菜の栽培技術研究に従事しつつ、その食文化の継承にこだわ

る森下正博氏（大阪府立食とみどりの総合技術センター）、京の台所錦小路で八百屋を営み、京野菜にも

造詣の深い上田耕司氏（京都錦「かね松」店主）、そして世界の野菜の栽培起源地を訪ねて野菜「探検」

を続けてきた池部誠氏（ノンフィクションライター）の 3氏に野菜の面白さを語っていただいた。

「日本型食習慣から見た野菜のゆくえ」と題する森下氏の話題は、大阪の伝統野菜の紹介から始まっ

た。京野菜はよく知られるが、大阪にも「浪速の伝統野菜」（たとえば、毛馬きゅうり、田辺大根など）

があるそうで、これらを食農教育の一環として小学校の総合教育に取り入れた実験・実践の過程をビデ

オとともに紹介した。野菜の国内自給動向、健康にかかわる野菜の栄養性や機能性の強化、そして野菜

生産にかかわる技術開発の可能性など、野菜の「ゆくえ」にかかわる問題は簡単にふれるにとどめ、「ふ

るさと伝統野菜ルネサンス」の仕掛け人にふさわしく、多様性を内在した本物の野菜にこだわることの

重要性を指摘した。

八百屋の主人が研究会などとんでもないと言っていた上田氏は、野菜を商う立場から「京野菜四方山

話」を披露した。京都には昔からしきたりとしての食習慣があり、それが野菜の多様性を維持してきた

という。食農教育などといわずに、年間の行事にあわせて旬のものを食べることが京都ではいまも続い

ているそうである。京野菜ブームで老舗の八百屋にもたくさんの客が来ているが、時代とともに産地は

移動しており、京野菜の範囲をどこまでとするかが大きな問題になっている。昔はキンモクセイの香り

とともに市内の山々で「都松茸」がとれたそうだが、産地移動に伴って京野菜の主人が海外へ買い出し

に行く時代になっているという。

野菜の原産地の風土はどんなところなのか。その関心をもって、1982 年以来、バビロフの 8大原産

地のうち、エチオピアを除くユーラシア、中南米の 7大原産地を踏査した池部氏は、野菜「探検」で撮っ

たたくさんのスライドを使って、演題の「野菜原産地を訪ねる」にふさわしく、原産地の景観や野生種

の生態写真を紹介した。とりわけ、ペルーのアンデス山地西側のトマトの原産地と野生種の紹介をつう

じて、原産地の風土とその後各地にトマトが伝播した地域の風土との相違をとりあげて、野菜の品種分
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化の多様性とそれを探索することの魅力を語った。

総合討論は、矢澤進氏（京都大学大学院農学研究科）のコメントを端緒に、蔬菜と野菜の違い、多様な

品種分化にもかかわらず一定の野菜に需要が収斂している状況を食農教育は食文化の再構築をつうじて

打破できるか、地場の旬の野菜を食べるために生産や流通の手段を個々の消費者は取り戻すことができ

るか、などの問題が提起され、意見が交わされた。昔を知らない若い世代の参加者からは、そういう議

論に違和感を抱くとの発言もあった。野菜観をめぐる世代間ギャップもまた、現代の野菜誌として興味

深い課題かもしれない。

田中耕司（京都大学東南アジア研究所）


